
CASE 7

借金 相続
不動産

課題が多い不動産の売却

相談の背景 B a c k  g r o u n d

ビルオーナーに相続が発生。先妻との間に生まれた娘が
2人と、再婚相手の後妻が相続人です。後妻と娘2人の仲が
非常に悪く、遺産分割で争っている状態で相談をいただき
ました。
現預金は皆無。更には多額の借金の滞納があり、利息の返済
もままならない状況になっていました。金融機関からも
返済を迫られ、早期に高額での不動産売却が望まれる事案
でした。
当事者間での話し合いは平行線を辿り、遺産分割協議、借金
返済の方法、不動産売却、仲介会社選定、相続税の申告等、
多くの課題があり、当事者間では解決が出来ない状態でした。

相続の専門家集団として「お客様の想い」に寄り添った最
適な対応策をご提案するとともに、そのノウハウを生か
し、税理士とお客様と一体となって問題解決にあたらせて
頂きます。
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M e s s a g e
ひとこと

解決までの流れ F l o w s

問題点 P r o b l e m

ビルは飲食店2店舗、コンビニ1店舗に貸し付けており、借金返済の
タイムリミットが迫る中、全てのビルテナントに退去してもらう事は不可能Problem No.1

Problem No.2 隣接のビルと当該ビルは一体になっており、単体での建替えが困難

Problem No.3 ビルのテナント収入は少なく、年利回りベースから算出される
価格また近隣の取引価格では相続人の希望と、借金返済を叶えるのが困難

課題 T a s k

難あり物件を高額で売却Task

■再開発計画
売却先選定に苦労していたところ、入念な現地調査・役所調査等の結果、
当該地は将来再開発の可能性があることが判明。
現地を開発する意向のデベロッパー2社と面談。購入意向の強かったA
社を中心に話を進める旨を相続人全員と相談の上で決定。A社は当該地
を購入すると再開発プロジェクトの主導権を握ることができる可能性が
あるため、購入希望意欲は非常に強く、問題の多い不動産ではあるもの
の相続人の希望を満たす条件・金額にて購入していただくことができた。

課題が多い
不動産物件の売却

1

なるべく円満に話を進めるよう、税理士や専門家にアドバイスを頂きな
がらそれぞれの相続人と個別打ち合わせを行う。相続人間で有利不利が
でないよう、不動産の専門家として時価をふまえて全員のバランスを取
り対応を行う。

相続人全員が納得できる
形での相続対応

2

当事者間で裁判になっていれば、期限内申告はおろか、返済の不履行
を理由に不動産の差し押さえとなる可能性もあったが、全員の希望を
叶える条件で不動産売却ができたため、申告期限内で話がまとまっ
た。これまでの経験から、親族間の相続争いは慎重に対応する必要が
あることを強く意識したことが良い結果に繋がった。

結果3

A社 B社

再開発プロジェクトの
主導権を握れる可能性
があるデベロッパー

不動産仲介の存在意義 R e a s o n  f o r  e x i s t e n c e

本物件は、収益還元法や取引事例比較法で導き出される価格より、高額での売却をすることができました。不
動産価格に相場はあるものの、特殊な事情や購入希望者の買い意向によっては相場以上の価格が出ることも
あります。
今回は入念な調査に基づく対応により、好条件の売却先を見つけることができました。不動産仲介会社は、
様々な不動産買取会社と繋がりがあり、高値で購入する不動産買取会社を探すノウハウを持っています。「仲
介手数料を払いたくない」「たまたま繋がりがある不動産会社に売ってしまう」と、場合によっては、もっと高額
で売却ができるのに、その機会を逃してしまっている可能性があります。

上記のノウハウに加え、できる限り相続人の意向に寄り添っ
た対応を心掛けております。税理士、委任者、弊社で一緒に
問題の解決方法を考え、真摯に対応できるのが特徴です。

国土工営の強み

株式会社国土工営




